
歴
史
を
自
覚
す
れ
ば
ヽ
平
和
の
大
切
さ
が
わ
か
る
１
１
。
錦
　
¨

秋
の
京
都
に
世
界
の
古
都
が
集
ま

っ
て
開
か
れ
た
世
界
歴
史
都
　
一

，

市
会
議
。

「
２‐
世
紀
に
お
け
る
歴
史
都
市
Ｌ
Ｉ
伝
統
と
創
生
」
　

一

を
テ
ー
マ
に
京
都
市
が
初
め
て
主
催
し
た
国
際
会
議
で
、
京
都
　
一

和
」
の
問
題
が
大
き
く
浮
か
び
上
が

っ
た
。
来
年
以
降
の
継
続

開
催
が
決
ま
り
、京
都
市
に
事
務
局
を
置
く
こ
と
に
な

っ
た
が
、

「
歴
史
都
市
」
と
い
う
理
念
を
掲

げ
、
東
西
の
橋
渡
し
と
し
て
、
オ

長
期
的
展
望
の
も
と
で
常
に
進
取

″
く
の
文
化
道
産
は
い
ま
だ
に
放
置

の
精
神
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

′
な
ン
さ
流
て
い
る
。
文
化
遺
産
の
保
護

い
こ
と
を
示
唆
し
た
。
平
安
京
の
　
の
意
識
を
市
民
に
浸
透
さ
せ
る
よ

名
残
で
格
子
状
道
路
の
京
都
は
車

り
も
、
生
活
す
る
の
で
精
い

っ
ぱ

社
会
に
対
応
で
き
て
い
な
い
が
、
　

い
だ
」
と
い
う
訴
え
が
参
加
者
の

オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
逆
転
の

胸
を
打

っ
た
。
戦
争
は
不
意
打
ち

発
想
で
都
市
の
未
来
が
切
り
開
け
　
に
都
市
を
崩
壊
さ
せ
て
き
た
だ
け

る
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
に
、
平
和
の
大
切
さ
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
会
議
に
、
な
ま
の
人
間
の

思
い
が
患
づ
い
て
い
た
。
も
と
も

と
歴
史
的
背
景
を
異
に
し
、
多
様

な
問
題
を
抱
え
た
各
都
市
が
共
通

の
解
決
策
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し

「
車
と
は
何
の
た
め

に
あ
る
の
か
」

「
観
光
客
は
市
民

の
生
活
に
何
を
及
ぼ
す
の
か
」
と

い
う
各
市
長
の
哲
学
的
な
問
い
か

け
も
出
て
、
素
直
に
感
動
し
た
。

フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ

（
イ
タ
リ
ア
）
・

ａ
い̈、
、
ｔ
■

４
ゴ
ｔ

）
じ
メ
‐―

ノ

市
長
は

「
次
回
は
来
年
十
月
、
わ

が
市
で
」
と
な
か
ば
即
興
的
に
名

乗
り
出
た
。

「
会
議
の
テ
ー
マ
に

感
動
し
た
。
市

議

会

に
は

十
党

派
、
議
員
六
十
人
い
る
が
、
帰
国

後
、
開
催
を
発
表
し
て
実
現
さ
せ

る
。
週
末
に
は

大

統

領
も

く
る

し
、
協
力
を
求
め
る
」
と
い
い
、

同
市
長
は
閉
会
式
で

「
い
ま
も
戦

争
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ

る
。
歴
史
都
市
は
平
和
の
大
切
さ

を
何
よ
り
も
知

っ
て
い
な
け
れ
ば

歴
史
都
市
は
こ
れ
ま
で
大
き
な

試
練
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
ケ
ル

ン
、
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
は
第
二
次
大

戦
の
爆
撃
に
よ
る
廃
虚
か
ら
立
ち

直

っ
て
き
た
。
キ
エ
フ

（
ソ
３

は

「
侵
略
で
住
宅
の
四
〇
の
が
破

壊
さ
れ
た
。
い
ま
歴
史
的
建
築
基

本
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
、
古
い
建
造

物
の
修
復
に
取

り

か

か

っ
て
い

る
」
と
発
言
し
、都
市
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
探

っ
て
い
た
。
ま

た
ウ
ィ
ー
ン
、
パ
リ
の
よ
う
に
文

化
財
の
保
全
を
図
り
な
が
ら
積
極

的
に
都
市
計
画
を
進
め
る
ケ
ー
ス

も
あ

っ
た
が
、
ハ
ノ
イ

（
ベ
ト
ナ

ム
）
か
ら
の

「
戦
争
で
傷
ん
だ
多

な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

帥
ゎ
¨
外
交
を
饗
Ⅱ

自
治
体
が
国
際
会
議
を
開
く
に

は
、
そ
れ
な
り

の

明

暗
が

あ

っ

た
０
今
回
、
エ
ル
サ
レ
ム

（
イ
ス

ラ
エ
ル
）
に
対
し
て

「
人
口
な
ど

の
基
準
に
合
わ
な
い
」
と
招
請
し

な
い
こ
と
で
、
京
都
市
の
姉
妹
都

市
、
米
国
ボ
ス
ト
ン
市
が
地
元
の

ユ
ダ
ヤ
系
市
民
の
反
発
を
配
慮
し

て
参
加
し
な
か

っ
た

。
そ

の

一

方
、
朝
鮮
半
島

か

ら

慶
州

（韓

国
）
、
開
城

（朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
）
が
同
席
し
、

「
自
治

体
外
交
な
ら
で
は
の
好
ケ
ー
ス
」

と
外
務
省
は
歓
迎
し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「
東
洋
の
、
そ

れ
も
京
都
か
ら
会
議
を
提
案
し
た

こ
と
が
す
ば
ら

し

い

」

（
キ
エ

フ
、
ロ
ン
ド
ン
）
と
の
指
摘
も
あ

っ
た
。
運
営
に
あ
た

っ
た
森
谷
剋

久

上
京
都
市
歴

史

資

料
館

長
は

「
こ
れ
か
ら
は
先
進
国
や
発
展
途

上
国
な
ど
国
の
事
情
に
応
し
た
論

議
が
必
要
に
な
る
。
歴
史
都
市
が

欧
州
中
心
に
偏
る
こ
と
を
心
配
し

た
が
、
京
都
は
東
西
の
架
け
橋
に

位
置
し
て
い
る
。
日
本
が
世
界
に

貢
献
で
き
る
の
は
ハ
イ
テ
ク
技
術

で
は
な
い
。
声
高
に
反
核
を
叫
ば

な
く
て
も
、
歴
史
の
自
覚
を
通
し

て
多
く
の
人
に
平
和
へ
の
共
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
語
る
。

◎

０

◎

都
市
に
は
理
想
が
必
要

こ
才
伊
σ

諄́

詳

力

花
ど

才
友

後
、
参
加
各
都
市
は
同
会
議
協
議

会
を
つ
く
り
、
事
務
局
を
京
都
市

に
置
く
こ
と
を
決
め
た
。
国
連
組

織

へ
移
行
さ
せ
る
か
ど
う
か
の
提

案
も
あ

っ
た
が
、
あ
く
ま
で
都
市

連
合
と
し
て
自
由
に
運
営
し
て
い

く
こ
と
に
な

っ
た
。

都
市
は
理
想
を
必
要
と
す
る
、

と
は
京
都
市
の
世
界
文
化
自
由
都

市
宣
言
の
始
ま
り
の
言
葉
だ
。
広

く
世
界
と
文
化
的
に
交
わ
り
、
新

し
い
優
れ
た
文
化
を
創
造
し
て
い

こ
う
と
い
う
理
念
だ
。
企
画
実
行

副
委
員
長
を
務
め
た
西
川
幸
治

・

東
大
教
授

（
保
存
修
景
計
画
）
は

「
会
議
の
事
務
局
が
京
都
に
置
か
一

れ
た
意
義
は
大
き
い
。
世
界
の
都

市
文
化
の
情
報
を
集
積
し
、
京
都
．

は
発
信
機
能
を

持

つ

こ
と

に
な

る
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。
京
都
を

軸
に
歴
史
都
市
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
、
平
和
に
貢
献
で
き
れ

ば
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。
ひ
い

て
は
国
際
化
時
代
の
日
本
の

一
つ

の
戦
略
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も

思
え
る
。
　

　

・

打京
都
に
ふ
さ
わ
し
い
会
議
だ

っ

た
。
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画

（
四
全
総
）
で
東
京
へ
の

一
極
集

中
を
避
け
、
多
極
分
散
型
の
国
土

形
成
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
も
の
ヽ

の
、
い
ま
、
全
国
各
地
で
小
型
東

京
化
が
進
ん
で
い
る
。
ど
う
し
た

ら
、
こ
れ
か
ら
も
京
都
ら
し
さ
を

持
ち
続
け
る
こ

と

が

で
き

る
の

か

ヽ
。

「
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、

創
造
し
続
け
る
都
市
」
の
あ
り
方

を
考
え
る
た
め
に
、
世
界
に
会
識

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
千
年

の
歴
史
を
持
ち
、
人
口
五
十
万
人

以
上
の
都
市
と
し
て
パ
リ
（仏
）
、

ロ
ン
ド
ン

（英
）
、
ケ
ル
ン

（
西

独
）
、
西
安

（中
国
）
な
ど
が
参

加
を
表
明
し
、
各
都
市
と
も
文
化

都
市
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー

ヘ
自
己
同

一
性
）
を
模
索
し

て
い
た
。
国
際
会
議
は
、
豪
華
に

国
家
の
威
信
を
か
け
て
、
と
い
う

時
代
は
す
で
に
終
わ

っ
て
い
た
。

◎

◎

◎

　

　

　

　

‐

悩
み
多
い
車
社
会

会
議
で
、
大
胆
な
都
市
計
画
や

共
通
の
悩
み
が
発
表
さ
れ
た
。
ま

ず
車
社
会
へ
の
対
応
。
チ

ュ
ー
リ

ヒ

（
ス
イ
ス
）
の
ト
ー
マ
ス

・
ワ

グ
ナ
ト
市
長
は
、

一
九
九
〇
年
に

完
成
す
る
地
下
鉄
な
ど
の
公
共
輸

送
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
合
わ
せ
て

「
市
内
を
走
る
マ
イ
カ
ー
の
走
行

距
離
を
制
限
す

る

条

例
を

検
討

中
」
と
法
的
規
制
に
取
り
組
ん
で

一裁書「一一］̈一一̈軸中一軸器『一一一一̈一嗜　　̈一書をを，ッ一一一一一̈｝赫『　麟絆轟罐一中躙”

市
と
海
外
二
十
四
カ
国
二
十
五
都
市
が
参
加
し
て
十
八
日
か
ら
　

　̈
り
ヽ

す
る
中
、
車
社
会
や
歴
史
的
遺
産
の
保
存
と
開
発
の
ほ
か

「
平
　

　̈
和
外
交
を
進
め
て
ほ
し
い
。
　

　

　

　

「̈．．．一一〓一一一一一一一，■
■
　

一ャ

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て

「
車
は
人
気
汚
染
の
原
因

だ
が
、
町
か
ら
排
除
す
る
の
は
挑

戦
的
だ
」

（
ロ
ン
ド
ン
）
、

「
車

の
生
産
は
産
業

と

し

て
必

要
」

（
ケ
ル
ン
）
な
ど
の
慎
重
論
が
で

た
が
、
市
内
に
散
在
す
る
文
化
這

産
の
保
存
の
た
め
に
思
い
切

っ
た

道
路
行
政
が
で
き
な
い
歴
史
都
市

共
通
の
難
題
が
あ
る
だ
け
に
チ
ュ

ー
リ
ヒ
の
試
み

は

注

目
を

浴
び

た
。

ま
た
同
会
議
の
プ
レ

・
イ
ベ
ン

ト
と
し
て

「
大
都
市
の
保
全
と
開

発
」
を
め
ぐ

っ
て
開
か
れ
た
国
際

専
門
家
会
議
で
も
、
エ
ド
マ
ン
ド

・
ベ
ー
コ
ン
米
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

大
教
授

（
都
市
計
画
）
は

「
石
油

が
枯
濁
し
て
二
十

一
世
紀
に
は
車

が
走
れ
な
く
な
る
。
脱
石
油
の
都

市
づ
く
り
を
考
え
る
時
期
に
き
て

い
る
」
と
警
告
、
都
市
の
再
生
は

次◎
回◎
は◎

フ
イ

レ

ン

ツ
池田 知隆
(京 都 支 局 )

「 歴史都市こそ平和の大切さそ考えよう」。世界歴史都市会
議に顔をそろえた各都市の首長たち=国 立京都国際会館で

118日

ような設


